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ヒ，よいしょ気味に応えました。あっちゃんは，嬉しそ  

うな目をして「ウン」と領き，後は母親が帰ってくるま  

で一人で遊びに熱中していました。自分でも何となく揖  

しくなったそうです。   

あっちゃんは自分の思いがお父さんに伝わったことで，  

安心して遊びに集中できたのでしょう。   

自分にもよくあることですが，ピシャリと言ってしまっ  

たことは論外にしても，質問の内容にだけ答えるのでは  

なく，言葉に表れない思いを汲んだ受け答えをすること  

がチビもには人切なんですね。しかし，その時，白分の  

心に余裕がなければ，心の底から相手の言葉に耳を傾け  

ることは出来ません。   

その城に達したいと思いますが，道はなかなか遠いよ  

うです。   

人間誰でも，自分を認めてくれる人がいると日々安心  

して過ごすことができ，R分に自信がもて，自分のこと  

を好きになるようになれます。   

子どもの言葉をしっかり聴き，みんなで心豊かな日々  

を送りたいものです。  

あっちヤんのお父さんが「初めて子どもの言葉を心で  

聞いたような気がする」と言って，次のような話をして  

くれました。   

妻が外出中の日曜日の午後，パソコンに向かっている  

と，→人で遊んでいたあっちヤんがやってきて，ぉ母  

さん，まだ帰らないの？」「夕九 ご飯までには帰って  

くるよ」あっちゃんは「ふう、ん」と言って，一人の遊  

びにかえっていきました。少しすると，またやってきて，  

同じ質問と得えを繰り返すこと2、3回。何垣旧かに同  

じ質問をしたとき，こちらも少しイライラしていて，  

「さっきも言ったでしょう」「何回も同じことを聞きなさ  

んな」と言った後，しまったと思いましたが後の祭りで  

す。あっちヤんは一瞬丸い臼をし，顔を曇らせションポ  

リと部屋を出ていきました。その後，あっちゃんは我慢  

に我慢を重ねていましたが，30分くらいしてやってきて，  

下を向いてまた同じ質問をしました。先程の後ろめたさ  

も少しあって，「夕方，ご飯までには帰ってくるよ」「あっ  

ちゃんの大好きなお母さんが早く帰ってくるといいね」  
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研究の紹介  

指定都市軟膏研究所連盟編 幕12沢共同研究   

「子と宅ガとらえた教育環境」  
一人・空間・時間・情報から何を学んでいるか一  

致育センター主任指導主事（事）主任 板敷 憲政  

指導主事 井坂 雅浩   

し，次に「新しいことを学ぶところ」が続いていま  

す。′ト4から小6にかけて，「新しいことを学ぶと  

ころ」としてのとらえが減り，「人と仲良く過ごす  

ところ」「人やもののよさを感じるところ」「自分ら  

しさを出すところ」が増加し，教室を教科等の知識  

を得る場としてより，人とかかわる場として意識す  

る子どもたちが多くなっています。  
％  

当教育センターが加盟し，全国12の政令指定都市  

の教育センター及び教育研究所で組織されている指  

定都市教育研究所連盟では，共同研究を行っています。   

大都市に住む子どもを対象に，子どもが毎日の生  

活の中で，何を考え，何を願い，何を求めているの  

かを明らかにしながら，そのような子どもたちに対  

し教師は，大人は，社会は何をなすべきかを考えて  

きました。   

今回の第12次共同研究は，平成9年度から始まり  

ました。テーマは「教育環境」で，調査は平成10年  

10月に実施しました。「人」「空間」「時間」「情報」  

の4つの視点から子どもの意識を探り，単に子ども  

を取り巻く教育環境に対する意識を明らかにするだ  

けでなく，子どもたちがどのような影響を受け，何  

を学び，どのように自分の中に取り入れ，いかに自  

己形成しているのかという課題に迫ろうとしました。   

当教育センターは，北九州市・福岡市の各教育セ  

ンターとチームを組み，「空間」の章を担当しまし  

た。その一部を紹介します。   

なお，調査の対象とした学年及び人数は次のとお  

りです。  

全体  

小4  

小6  

中2  

図1「教室とはどんなところ」  

2 求める先生像   

図2は，前設問と「子どもがいいなと思う先生の  

姿」と重ね合わせて集計した結果です。  

％  

新しいことを  
学ぶところ  
人やもののよさ  
を感じるところ  
人と仲良く過ご  
すところ  
自分らしさを 出すところ  

しかたな く い  
るところ  

○調査対象   

札幌市 仙台市 千葉市 川崎市 横浜市   

名古屋市 京都市 大阪市 神戸市 広島市   

北九州市 福岡市 以上12の各都市における  

・小学校第4学年児童  4，800名  

・小学校第6学年児童  4，800名  

・中学校第2学年生徒  4，800名  

計14，400名  
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図2 「教室とはどんなところ」×「子どもがいいなと思う先生」   

教室を「しかたなくいるところ」ととらえている  

子どもは，いいなと思う先生の姿が「特にない」と  

回答した割合が他と比べて高いものの，「子どもの  

気持ちがよく分かる」「明るくユーモアがある」を  

選択した割合が高く，他のとらえをした子どもと比  

べても，ほぼ同じ割合を占めている。   

このことは，教室に対するとらえ方が様々であっ  

ても，どの子どもたちも，子どもの気持ちが分かる  

1 今の子どもたちにとって教室とは   

図1は，「あなたにとって教室とはどんなところ  

ですか」の問いかけに対する回答の集計結果です。   

どの学年の子どもも，教室を「人と仲良く過ごす  

ところ」と答えた子どもたちが最も多く，半数に達  
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「よくある」「ときどきある」を選択した子ども  

たちは，小4の約6割から中2の約4割へと学年進  

行とともに減少しています。このことは，空想への  

かかわりがまだ多い段階から，次第に現実に目を向  

けていく子どもたちの成長の様子を表しているとい  

えます。   

それでは，空想空間は子どもたちにとってどんな  

働きがあるのでしょうか。   

図5は，前設問と「将来を考えるとき」と重ね合  

わせて集計した結果です。  

明るい先生を求めており，そうした先生とのかかわ  

りがあれば，教室は「しかたなくいるところ」から  

意味ある空間になることが考えられます。  

3 子どもたちがやすらぎを感じる空間   

図3は，「あなたが，→香気持ちがゆったりする  

のは，どのようなところですか」の問いかけに対す  

る回答の集計結果です。  

「∵   

N  

2384  

4615  

4022  

3379   

よ く あ る  

ときどきある  

あまりない  

ぜんぜんない  
図3 「気持ちがゆったりするところ」   

図5 「空想空間とのかかわり」×「将来を考えるとき」  

「よくある」「ときどきある」「あまりない」と回  

答した子どもたちは，空想空間とのかかわりを意識  

している子どもたちです。   

空想空間を意識している子どもたちは，「何かが  

できたとき」から「だれかと話をしたとき」までの  

選択肢の合計が9割近くにも及び，自分の将来のこ  

とを考える時を多くもっていることが分かります。  

空想空間は，空想を膨らませ将来の夢や希望を育む  

重要な働きがあるといえます。  

子どもがとらえた教育環境を分析・考察していく  

うちに「人とのかかわり」の重要性が浮かびあがっ  

てきました。詳細については，下欄の本を本年3月  

に各学校・幼稚園で購入していただいていますので，  

是非ご覧ください。  

どの学年とも，大きく分けて個人で自由になる空  

間にやすらぎを感じる子どもと，人とかかわりがも  

てる空間にやすらぎを感じる子どもの2つに分かれ  

ています。   

やすらぎが感じられる空間の存在は，どの子ども  

たちにとっても必要不可欠なものですが，精神的に  

豊かで安定した子どもに育って行くためには，子ど  

もの嗜好に合うやすらぎ空間だけがあればよいとい  

うことではなく，人とかかわれる空間と自分の思い  

を達成できる空間が共存する必要があると思われま  

す。従って，そのような空間を創り出すことが，よ  

り一層，やすらぎ空間の働きを増すことになると考  

えます。  

4 子どもたちと空想空間とのかかわり   

図4は，「あなたは，毎日の生活の中で，ふっと，  

ゲームや物語などの世界にいるようだと感じること  

はありますか」の問いかけに対する回答の集計結果  

です。  
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東洋館出版社  

定価 本体2．000円＋税   

この本は，書店で購入・  

注文することもできますが，  

教育センターに直接注文し  

て取りに来ていただきます   
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と，特別価格1，680円でお 弓   

図4 「空想空間とのかかわり」  
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教育センターの研修講座で，新しい情報や実践にふれ   
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高等学校教育課題講座 今の高校生の意識や生活ば？  

生徒指導講座  講演「子どもの問題行動を防止する生徒指導と豊かな／こlの育成J  

明星大学教授 高橋史朗  

人権・同和教育講座  講演／‾豊かな人権文化の創造に向／ナてJ  

東京学芸大学教好 黒沢修∠冒  

情報教育講座  学級経営講座  学習指導講座   「総合的な学習の時間」特別講座  

養護教員研修講座 児童生徒の疾病（生活習慣病，感染症等）に関する原状は？  

学校事務職員研修講座 窟祉社会の進展と福祉教育とは？  

高等学校国語科指導講座 情報活用度力を育てる読みの錯導とは？  

中学校特別活動指導講座 ボランティア活動の充実を図る生徒会活動やガイダンスの機能の充実を図る  

学綴活動とは？  

情緒障害教育指導講座  幼椎国教育指導講座  学級づくりに生かす教育相談講座  

データベース活用講座  各教科指導講座  

学社融合講座Ⅰ 社会教育施設を利用した自然体顔の意味やよさは？  

学社融合講座Ⅱ 学校と公民庶力℃連措して行う国際更里解教育とは？  

学社融合講座Ⅲ 学校と社会窟祉旛設が連措して行う窟祉教育とは？  

教養講座 講演／学校教育に求めるもの」〔仮題）  

JT生命誌研究館房！偵宣長 中村 桂子  
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汐訝臣替玉アライダラ凹  

二二言モ≧言二  
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「  戸  

教 育 情 報 デ ー タ ベ ー   
「プリント例  

牛活干i学¶指草案  

lヒ］軍 平夜＝年こ月こRこ  1；：30＼15：15  
2学午  箋1子年二組 甥子ユ5乙（く子11名 計無名  

3単元 な′」J二、あそこぎう ㌧  

4単七∴つ，▲て  

教育情報として各教科・領域に関する学習指導案や総  

合的な学習の実践事例を38件収集してデータベースに登  

録し．その・覧を各学校（園ノ へ送付しました。   

4階のソフトウェアライブラリで接索・閲覧・7こリン  

トアウトができますので職員に申し出てくださいご  

＝i直杓二∴ま7日∴隻手葦∴せ某を結ぶもし・’〕もあ三、こ 栽培Lている植物も，つ  

こざみ：1、ら花を咲か王．ト′とこらナニちグ）葉し丸を増Lてイれているこ また、そノ）  

丁直物こ二11ってくる毘］ミ  

＼＼＼＼＼  

ご利用ください 教 育 閲  ・∵‾ ニ三室：＿ニ  

′／ノー／ニア  
」 、 ＼＼＼ ＋    ＼  

‾ 「  
′／  

視聴覚資料  教育図書・教育研究資料  教科書センター  

教育同書及び数台研究資料は3階の図書資料蔓，  

視聴覚賀料は4隅のソフトウエアライブラリで閲覧  

貸出をしています。  

小・中・高・養護学校の教科書等を3階ロビ←に  

罷示しています 

〇利用日時 月＼金 9：00／、、17：00  
／ノ㌧＼＼、 ●   し  

教育用語解説  「問題解決学習」と「課題解決学習」って同じなの？違うの？   

問題解決学習は，子どもたちにとって身近で有意味な問題を解決させるなかで知識・技能を習得させる学習  

方法です。これに相対するものとして，知識・技能の系統的な習得を主軸とする系統学習があります。   

我が国では，戦後の1941〕年代末から1950年代において問題解決学習が盛んに実践されましたが，子どもの直  

接的な生活経験を主題とし，活動主義に偏った学習になりがちであったため，知識の客観的な学習や技能の獲  

得にとって不十分だと批判された時期がありました。   

問題解決学習では，子ども自身が問題をつかみ取るところから学習が始まります。しかし，複雑な社会問題  

など子どもが自ら問題を見つけだすことが困難な場合とか，さらに，教育上必須の学習内容を取り上げたい場  

合などには，教師が課題という形で問題を撞起する課題解決学習が採用されるようになりました。もちろん，  

このとき教師の方から課題を－一方的に与えるのではなく，子ども自身が自分たちの問題として意識することが  

大切となってきます。したがって，課題解決学習は，問題解決学習に含まれる学習方法と解釈することもでき  

ます。   

問題解決学習は，子どもの内的動機づけに支えられ，自発的・目的的な学習を可能にする方法であるという  

考えから，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を  

育てる学習方法の一つとして，そのよさを見直していく必要があると考えます。  

参考文献「現代学校数育大辞典」「現代教育学事典」「学習指導用語辞典」「授業研究大辞典」   
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珍％多蓼多額珍蓼珍珍珍％珍珍孝  

工夫しましょう  

① 直接現場に行って，観察したi），聞き取りをし   

たり，資料収集をしたりする  

② 専門家などから直接話を聞く  

③ これまでの上級生の学習成果を見たり聞いたり   

する  

④ 辞典や図鑑で調べたり，新聞記事やインターネッ   

トから情報収集したりする   

総合的な学習の時間  

一子どもが，自分自身にとって切実で必然性の  

ある課題を見つけることのできる，「ふれる」  

場の工夫一  担当：尾形   

「総合的な学習の時間」の学習では，課題を子ども  

自身が見出すことが重要です。   

そこで，具体的な学習活動をつくっていく際に，子  

ども自ら課題を見つける「ふれる」場での学習活動を  

工夫したいものです。この場では，いかに子ども自身  

が，自分にとって切実で必然性のある具体的な課題を  

見つけ，その追究に向けての意欲をかき立てていくか  

が重要であり，子どもの主体的で創造的な学習を目指  

す「総合的な学習の時間」の学習の成否を握っている  

と言っても過言ではありません。   

子どもにとって切実で必然性のある課題を見つける  

ことができるようにするためには，「どうして？」「ど  

うなるの？」などの疑問や，「調べてみたい」「やって  

みたい」などといった思いが生まれるような活動を  

「ふれる」場に設定し，ひたらせることが必要です。  

例えば，次のような活動が考えられます。  

これらの活動を，設定されているテーマに沿って具  

体化し，「ふれる」場の中に位置付け，少しゆとりの  

ある活動時間を配当してみましょう。   

そして，テーマに体  

全体でしっかりと触れ  

させ，一人一人の子ど  

もが課題を見つける過  

程をしっかりと見守  

り，子ども自身に追究  

の方向性をゆっくりと  

決めさせ，課題追究へ  

の意欲をかき立ててい  

けるようにしたいもの  

です。  

取り入れてみましょう  
④ 作戦タイムをとる（3分）  

⑤ 質疑応答をする（各チーム5分ずつ）  

⑥ 作戦タイムをとる（3分）  

⑦ 各チームの代表による反論や弁明とまとめのスピー   

チをさせる（各3分）  

⑧ 判定をする。ゲームにより，賛成する聴衆が増え   

た方が勝ち，減った方が負けとする  

⑨ 残りの時間で感想を話し合う   

家庭科（高）  

一即興ディベートで生き方を考える力を育てる一  

担当：前田   

即興ディベートとは，あるテーマについて決められ  

たルールに従って論争を行い，それを聞いていた聴衆  

の意見をどれだけ自分たちの側に変化させることがで  

きたかを競うゲームです。いわゆる競技ディベートを  

簡略化したもので，初めての人でもゲームを楽しめる  

ものです。   

例えば，「男に生まれた方が得か，女に生まれた方  

が得か。」や，「夫婦共働きで子どもが産まれ，妻は退  

職した方がよいか，仕事を続ける方がよいか。」など  
のテーマで即興ディベートを行います。   

ゲームの進め方の概略は次の通りです。  

① テーマを4つ提示し，話し合いたいテーマの希望   

調査を行い，クラスを8チームに分ける  

② ゲームをしないチームを聴衆とし，判定シートを   

配布しゲーム前の意見を記入させる  

③ 代表による主張と説得スピーチをする（各3分）  

生徒が他の人の多様な考え方に触れ，生き方につい  

てより深く考えさせることができます。   

【参考文献】  

牧野カツコ「人間と家族を学ぶ家庭科ワークブック」  

1996 国土社  
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授業実践を見つめ直してみましょう  

「必然性を考える」とは，「なぜAは，されなくて  

はならなかったのか」を考えることです。例えば，  

「なぜ石田三成は徳川家康と関ケ原で戦わなくてはな  

らなかったのか？」などがこれに当たります。   

「可能性を考える」とは，「A以外にBやCという  

ことができないのか」を考えることです。例えば，  

「なぜ九州ではとんこつラーメンがよく食されている  

のだろう。味噌ラーメンや醤油ラーメンではいけない  

のだろうか？」などがこれに当たります。   

そして「参加性を考える」とは，「このような社会  

に対して自分（たち）には何ができるのか」を考える  

ことです。例えば，「ごみをださない，つくらない社  

会になるためには，自分には何ができるのだろうか？」  

などがこれに当たります。   

このような「問い」は，子どもにとって，社会や歴  

史との接点を生むことになり，社会や歴史の本質や意  

味について追究させるきっかけとなります。「問い」  

を追究する過程で，子どもは様々な素材や人々とかか  

わることになります。それは，なぜでしょうか。この  

ような「問い」を解決するためには，自然環境や政治・  

経済の視点，文化・歴史や倫理の視点などから追究す  

ることが必然的に生まれるからではないでしょうか。  

社会科（中）  

一子どもが「必然性」や「可能性」，「参加性」  

について考える授業づくりを一  

担当：吉竹   

「子どもに何をどのように分からせるべきか，また  

分からせる必要があるのか。」これは，教師側からの  
認識の論理に基づいて授業づくりをすすめる方法です。  

一方，「子どもは社会や歴史について何を知っていく  

のか，またそれらをどのように認識していくのか。」  

これは，子どもの認識の心理に基づいて授業づくりを  

すすめる方法です。これまでの授業づくりは，どちら  

かと言うと，前者の方法が重視されて行われてきた感  

があります。学習の醍醐味は，社会や歴史について自  

分なりの見方やとらえ方から，「問い」をつくり・追  

究し，また「問い」をつくる…といった経験を重ねる  

ことにあります。   

そこで，子どもに，どのようなことを考えさせれば  

よいのかを検討する必要があります。子どもに社会や  

歴史の「必然性」や「可能性」，社会への「参加性」  

について考えさせてはどうでしょうか。  

「遊びの指導」を見つめ直してみましょう   

障害児教育  

一子どもたちの遊びを豊かにするために－  

いと願っても，障害のある子どもは，遊びの体験その  

ものが少なく，限られた遊びや人とのかかわりが薄い  

遊びが多くなってしまいがちです。したがって，遊び  

そのものを十分体験させたり，さらに遊びが発展し豊  

かになるための支援をしたりする必要があります。   

それでは，「遊びの指導」においてどのような具体  

的な支援を行えばよいでしょうか。次の5点にまとめ  

てみました。  

（D プレールームや遊具コーナーのような遊びが生  

まれる場や道具を設ける  

（む 遊びが発展しそうな遊具や物を置く  

（卦 教師も交じって楽しく遊んだり，誘いかけたり  

する   

④ 例えば，ボールを投げたり蹴ったりするだけで  

なく，落としたりころがしたりするなど，違う用  

途で使ったり，違う発想の活動を示したりする   

⑤ ずっと一緒に遊ぶ など   

以上のような，「遊びの指導」においては，子ども  

の側の楽しさ，面白さ，遊ぶ活動の面から支援するこ  

とが，大切になってきます。  

担当：首藤   

障害のある子どもの教育では，「遊びの指導」や遊  

びを取り入れた学習が重要視されています。   

遊びが言語，概念，想像性，対人関係，知覚・認知，  

運動面などに全体的な発達を促すことが認められてい  

るからです。   

今回は，子どもたちの遊びを豊かにするための「遊  

びの指導」についてまとめてみます。  

O 「遊びの指導」について   

子どもたちは，遊びたいから遊ぶのであって，何か  

を身に付けたり，もっとよくできるようになりたいと  

考えて遊んだりするのではありません。遊びの指導は，  

「遊ぶために遊ぶ」という子どもたちの思いや願いを  

尊重しなければなりません。つまり，子どもの遊びそ  

のものの充実を求める方向で行われるべきです。  

○ 障害のある子どもの遊びを豊かにするために遊び  

を大切にしてやりたい，自由にのびのびと遊んでほし  

－7－   
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職員・分掌  

事業等   職  名   職  H   担  当  業  務  

所  長  角川 忠憲  所務総括  
づこ  艮  財津 仲了一  所務管理・利子f   

管  庶務  
理  主   事  
経理   事   

研教   千住指導十手事幸一t  木木「正『  教育研究部総括，生活科，特別活軌，社会数日   
教育仙二究        究   主任指導上事  森下 幸子  教育研究・調査，教育実践 r園二校・教育研究生仙究等，国語科   

部育  指 導 主 事  首藤 龍照  研究物刊行等．障苫児劇満   

調教  
上任指導主事事自壬  砂J京 文男  教育諷倉掛結廿 生徒指導，教育相談  

査 部育  教育調査            指 導 主 事  井坂 雅浩  教育調査等，教育課程編bk支援，汗楽朴    主任指導手車  尾形 慎治  校内研修文枝．カーJキュラムセンター研究等．算数什・数学科  
兼主任指導主事  二原 祐降  教育機関連持寄．生徒指導．教育相詔   

主任指導主事事ト†‡  吉什 邦昭  研他部絵肌 社会干：卜，地理歴史科，公民科，遺徳  

仰  
主任指導主事  永岡 敏彦  管即職研修．研修講座等，学校韓菅  
ト任指導L    経験者研修．研修講座等，幼稚同教育  

部   修   研  修                             指 導 主    初任者叩帽，昆期研究生研修等，外国語（英語」利  
研 修 指 ＝導    研修・′実習の補助，指導主事の補佐等  
研 修 指 導 員  安井  ガ、  研修・実習の補助，指導⊥事の補佐等   

主什指導主事事主任  】枚数 憲政  情報教育部総括，理科  
情  
報  

指 導 主 事  松浦 俊雄  ソフトウェアライブラリ，教育情報眉遡等，理科  

指 導  ［ 事  前田 憲叶  図書嚢料ヰ，教育情報管理等，家庭科，技術・家庭科  
教 太  情報教育                                   指 導 主 事  住吉   
R  

麿  教育⊥学，視肥覚教育，情幸膵ト  

部  
研 修 指 導 員  辻  剛「  研修・実習の補助，指導主事の補佐等  
図書費杵重嘱託  大ト丁▲貨子  回書資料室管理関係事務   

教員長期研修研究員  、【r成1ご午iJ卜、ド成13年3月）  

校内研修：杉浦  透（井口明神小学校）  

校内研修：松浦 泰博（安佐南中学校）  

職員の異動  

＊離退任 、在職中はお世話になりました、   

大同 隆久 所長  （退職）   

入江 哲男 主幹（事）主任 は馴ナ水産振興協会へ）   
小滝 祥冶 研修指導員 （退職）  

＊就 任 、どうぞよろしく、   

角川 忠憲 所長（大手町商業高等学校から）   

中  正司 主幹（事）主任（郷土資料館から）   

住吉  麿 指導主事   冊渦中草校から）   

安井  ガ、研修指導員 〔城南中学校から）   

題 字 広島市立宇品中辛校長 西平 克宏  

表紙絵 広島市立伴小学校長  松元 利夫   

教員長期研修生  （平成12年4月＼9月J   

今年度前期は次の7名の先生方が，それぞれの専  

門分野で研修を進めておられます。   

算数科教育：安円  仁（己斐小学校）   
道 徳 教 育：高田 純子（可部小学校）   
教 育 相 談：矢田久美子（矢賀小学校）   

理 科 教 育：橋本 裕治（井口台中学校）   
技術・家庭科教育：西名 憲治（祇園東中学校）   

外国語（英語）科教育：西川 和子（古田中学校）   

国語科教育：沖森 和人（Jム島工業高等学校）  

移行期の各教科・領域における教育実践の在り方  

について，毎日のように熱心な研修が続いています。  

本年度も教育センターは，研帽講庫や随時研修等を  

通して各学校・園の教育実践を支援していきます。  
編集・発行／広島市教育センター  

〒732－0068広島市束区半田新町一丁臼17番1号  

TEL（082）2233563   FAX（082）22335紺  

E－mail：center＠hcec．ed．jp（メールアドレスが新しくなりました） 広Ⅹ6－2000－056  
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